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l はじめに
｢-ぼい｣は形容詞を形成する接辞である｡その一方で､近年の ｢-ほい｣には､
(1)最近中二になって彼女ができたっほいのにまだまだあどけない｡
(舞城王太郎 rみんな元気J2004(平成16))
のような例が見られる｡この例は.｢安っぽい時計｣｢怒りっぽい人｣｢水っぽい酒｣のような人やも
のの性格 性質を表すものとは異なる｡｢-ほい｣が承ける ｢彼女ができた｣は､話者 (母親)が叔
近中二になった息子の様子をそう捉えたということを示しているOまた､r日本語文法ハンド7●ックj
では､(｢どうやら明日は雨っほい｡｣のように､状況からの判断を表す)用法が見らjlるとの指摘が
ある (398頁より引用)｡この ｢明日は雨 (が降る)｣は､発話時において雨が降っているのではなく､
その可能性のある事柄を示していると考えられる｡
本稿では､｢-ほい｣を意味の観点から分類し､その展開を示す｡これによると､｢息子に彼女がで
きた三世 ｣や ｢とうやら明日は而ヱ埋ヒ｣のような､ある状況を踏まえて話者の判断を表す用法は､
昭和の終わり頃に成立する｡本稿の目的は､こういった ｢-ほい｣の意味用法がどのように成立し､
用いられているかを明らかにすることにある｡
調査資料､用例数は以下に示す通りであるO
【調査資料】
文学作品 [重重]r酒諸本大成Jr滑稽本別 r訓風柳多留 新其版jr浮世風別 r浮世床 四十
八癖Jr花暦八笑人 滑稽和合人 妙竹林話七偏人J匹∃玉]r明治開化期文学賂Jr秤内
起過剰 r女嬰雑誌 ･文学界剰 [亘亘盃]r昭和文学全剰 r宮本百合子典｣など
CD-ROM r新潮文庫の1001什｣(翻訳作品除く)r明治の文架]r大正の文豪jr太陽コーパス]
先行研究 ｢国語辞典にない言葉｣r言語生活の耳｣
/ト説 (1990-2010) 吉本ばなな rNPJrキッチン｣他､山本文緒 rパイナップルの彼方JT恋愛
中毒J､宮部みゆき r夢にも思わない｣､有川浩 r囲告館内乱｣他､伊坂幸太郎 rラッ
シュライフ｣他､舞城王太郎 r山ん中の獅見朋成敗1他､山崎ナオコーラ r人のセッ
クスを笑うなJなと
漫画 多田かおるr愛してナイトJ(1982-1984)､高屋奈月rフル-ノハスケツトJ(1998-2006)､
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相EE裕 rGUNSLINGERGIRLJ(2002-2010)など
その他､1990年代後半の新聞記事､1990年代 2COO年代の雑誌 (女性向けのファッション雑誌に多
く見られる)についても調査している｡
【用例数】
2 意味用法の変遷
以下､各意味用法を適時的に見ていき､それらがどのように関わるかについて検討する｡
2-1 近世の ｢-ほい｣
｢-ばい｣は形容詞を形成する接辞であり､人やものに目立つ特徴を示す｡その用法は､上接部に
性質 状態を示すものを取るか､行為を示すものを取るかで2分される｡行為を示すものを取る場合
は､｢すぐ/よく-する｣という容易性を示す｡これに対し､性質 状態を示すものを取る場合は､
ぎi著な特徴を示す用法と割合を示す用法に分かれるO上接部が人やものに混合されない場合は､｢そ
の特徴が多い｣というyEIR著な特徴を示し､上接部が人やもの､空rJ即などに対し混合される具体的なも
のを指す吻合は ｢含有率が高い､濃度が高い｣という割合の下方さを示す｡柵文としては ｢X-Y｣(【こ
の酒】は 【水っぽい】)となる｡ここでのYは形容調性接辞である｡
以下､各意味用法の実例を見ていく｡まず､il3i著な特徴の用法の例を挙げるC
(2)a ｢榔て苗ER馬場の鰹､上の方に判-型茶屋一軒｣草八 ｢だいぶ荒ツほい恕きゃうだネ｣
(滝亭盟丈 r八英人14編上 1828(文政11))
b 和次 ｢コr)鳥渡見な､アレ地先のプチに後を向いて腰を掛けて居る年増の､ソレ藍微塵の衣物
を茄で居る｣矢場 ｢ムウ鎗程脚郷ツほい後ツつきだJ
(為永春水 r和合人14窟下 1845く弘化2))
人やものに対し､｢(上接部に示される)特徴が多い｣ことが示される｡上程部は形容詞語幹｢安｣｢荒｣
や形容動詞語幹 ｢哀れ｣｢気障｣など､名詞 ｢僅)･痴｣｢理屈｣などである｡この用法は,上接部がuL1-ち
多様であり､表すものも幅広い｡
読いて､割合の高さを示す用法の例を挙げる｡
(3)a 安めしもはやくどかべりが来る物なり｡ひしきめLは水ッぼく力なし｡雑水は咽がかわき｡
(鈍九斎牽九 ｢残庭訓｣1784(天明4))
b 張書 ｢其事々々｡あんまり白ツほい顔ぢヤア.思ふ棟に酒諸も地口も出や7烏ねへ｣
(為永春水 r和合人J4編上 1845(弘化2))
主にもの､及び人の身体部位に対し､｢(上鞍部の)含有率が高い､濃度が高い｣ことが示される｡
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上接部は ｢水｣｢骨｣などの名詞や､｢白｣｢黒｣などの形容詞語幹､語根 ｢湿｣')であるO
最後に､容易性を示す用法の例を挙げるO
(4)a ほんにお前は余程膿たちっほいよ (山手馬鹿人 ｢粋町甲閏｣1772-1781(安永年間))
b そして好男ほと浮虚で飽ツほい物さ｡ (式亭三馬 r浮世風呂12編下 1810(文化7))
人･ものの性格 性質に対し､｢すぐ/よく～する｣ことが示される｡上接部は主に ｢飽き｣｢忘れ｣
など動詞連用形であり､｢自分の意思では制御できないこと､意図せずそうなる｣行為に限られるO
以下､近世の ｢-ほい｣の意味用法について見ていく｡なお､｢-ほい｣の初出例は(5)である.こ
れは顕著な特徴を示すと同時に割合の高さも示しているo
(5)見に行でしめつはく出る揃栽 (呉俊軒町有等婿 r誹風柳多留]初編 1765(明和2))
この例では､｢寂の湿り気の多さ｣｢売られていく範を見る人の沈痛な気持ち｣とが示されていると
ある (宮田正信校注 r誹風柳多留｣参照)oこのように､｢湿っぽい｣は ｢場所 ･物｣に対しては具体
的な ｢湿り気｣が含有されて ｢湿り気の多さ｣を示し､一方で ｢人の心情｣に対して用いられる場合
は ｢湿り気｣という具体的なものではなく ｢沈んだ気持ち 寄BE気｣を示す.この例からも明らかな
通り､｢-ぼい｣は人ともの双方の性質･状態を示す｡しかし､近世の ｢-ぼい｣では人の容姿･性格
言動について述べる例が8割以上を占め､人に対して用いられる傾向のある接辞であると思われる｡
また､3つの意味用法は何に対して用いられるかで区別されるo
まず､uEiB著な特徴を示す用法は､主に人の言動 容姿に対して用いられる｡(6)は言動､(7)は容
姿について述べたものである｡
(6) ｢ハ､ア疾くんで否に怨み三上塁上にらめや-/がるぜ｣
(梅亭金環 r七偏人｣2栴上 1857(安政4)
(7) 審決 ｢ノホン､其庭で今一人の人形は､ぐっと仇ツほい中年櫓いふのだから､古人段付をした
らば､何程ぐらゐの相場だらう｣ (梅亭金告 r七偏人｣2編上 1857(安政4))
割合の高さを示す用法は､人の容姿､なかでも身体的特徴を示す際に用いられる｡
JIJ'え1｣1 ど･7じ Ltつ 人JP](Ltん
(8)a しかし大江山のすってん童子にでもさらほれると是非然さ｡その時実沢山でヤンヤといはれ
Ljそ八 さ〉_.上EJ さかしJ三
るは恐ながら旦ばかりス0滴肥でお腹に酒が絶えねへから酒塩いらずOおかこさんなどは
(!わつH (土さ/∫
骨多くて吐出される｡ (式亭三馬 ｢四十八赦14編 1813(文化10))
b 張書 ｢其事々々.あんまり白ツほい額ぢや7､巴ふ様に酒蕗も地口も出やγ薦ねへ｣土場六
｢ヲウ白ツぽいとは｣張書 ｢白ツほいとは白ツぽい串よ｡解らずば言って聞かせやうO
(為永春水 r和合人｣4編上 1845(弘化2))
●1｢しめ｣を吉吾根とすることについて.松井 (ユ983)では(｢しめ｣は｢しめやか｣｢じめじめ｣などの｢しめ｣､｢む
か｣は｢むかつく｣｢むかむか｣などの｢むか｣で､言吾根または語基などと言われる要素と見るべきであろうかC)
のように記述される｡また､動詞連用形 ｢湿りっほい｣が見られること､他の語根接続の例として｢むかっぽい｣
｢ごそっぽい｣なども見られることから､百雷根接続としたほうがよいのではないかと考えられる0
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(8)aであれば眉が多い､(8)bであれば白みが強いことが示されている｡なお､｢骨っぽい｣｢水っぽ
い｣などは上接部が含有され､そのものが外見に現れることはないが､(8)bのような色彩を表すもの
については､その性質が外見にも現れるO
容易性を示す用法は､主に人の性格について用いられる｡
(9)a 婦兼をさして飯のくはれるほどになれば能けれと､おのしがやうな物あきをする者は､万一
に飽二埋 _で､何を-ツとげた事がねへO (式亭三馬 r浮世風呂｣前編下 1809(文化6))
b ほんに客人程疑りツぽいものアおざりいせんよ く卓と山人 ｢花街寿/J女｣上 1826(文政9))
(9)aでは ｢(お前は)すぐ飽きる｣､(9)bでは ｢(客は)すぐ/よく疑う｣ことが示されている｡
このように見ていくと､近世の ｢-ぼい｣は人について用いられるのが主7T=が､顕著な特徴を示す
用法では言動､割合の高さを示す用法では身体的特徴､容易性を示す用法では性格を表すというよう
に区別されている｡
近世の ｢-ぼい｣の意味用法をまとめると､以下のようになる｡
2-2 明治 大正期の ｢-ぼい｣
近世に挙げた用法は､明治 ･大正期にかけて､次の通り変化するo
l 顕著な特徴を示す用法 ･割合の高さを示す用法において､人以外のものに対して ｢-ほい｣を
用いる例が増加する｡
2 顕著な特徴を示す用法の意味が3通りに分かれる｡
3 正体不明のものに対して ｢-ほい｣が用いらjlるようになる0
4 顕著な特徴を示す用法 割合の高さを示す用法において､｢一ほい｣の前文脈に修飾語/句を
伴うものが見らjtるようになる｡
以下､これら4点に留意し､意味用法の変遷を見ていく｡
まず､明治期の半ば以降､顕著な特徴を示す用法 ･割合を示す用法において､人以外のものに対し
て ｢-ぼい｣が用いられる例が増加する｡
II)】 1′rつ Hてr_
(10)a 包囲には安ぼい虚飾置物や額は見えず､ (若松健子 ｢小公子｣189011892(明治23-25))
b 差し向いの朝酒に､理窟ソぼいお談義を､やや梓易の態で､ならばうまくほぐらかしで了お
う了見だった｡ (里見弾 ｢多情仏心｣1922-1923(大正11-12))
(l)a 英人が学校の締りよ. 小倉の白っぽい縞の袴を穿いて､風呂敷包を抱えて､向ふからてく
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でく歩いて来るのよ｡ (田山花袋 ｢手紙｣1909(明治42))
b 私は挨っぼい丸善の中の空気が､その樺積の周囲だけ変に緊張しているような気がしたo
(梶井基次郎 ｢梓穣｣1923(大正12))
このことから､王に人に対して用いられていた近世の ｢-ほい｣に比して､明治期では､用いられ
る場が広がったと考えられるO容易性を示す用法では､こういった拡張は見られない-2O
続いて､顕著な特徴を示す用法の意味が3通りに分かれる卓について見ていくQ顕著な特徴を示す
用法の意味は､近世から明治期の初め頃までは ｢顕著な特徴のみを有する｣ことを表す.これに対し
明治期の半ばより､｢本来は持たない特徴を有する｣ことを表す例が見られるようになる｡
u2) あ ｢私ア素人っぽい事をするようだが､手紙を一本むいておいたから､旦那の機嫌の好い時届
けておくれ｣ (三遊亭園朝 ｢業平文治掛JTc奇談｣1885(明治18))
ここでの ｢素人っぽい｣は､遊女が自分の行動について述べているもので､玄人なのに素人のよう
である (遊女でありながら進女らしからぬ)ことを表していると考えられる｡その後､明治の終わり
頃より､｢いかにも相応しい特徴を有する｣ことを表す例が見られるようになるO
(13)その下からさすがに子供っぽい小さな足を食み出してゐる
(B]村俊子 ｢あきらめ｣1911(明治44))
この例は､15故の少女の足について述べるものであるO｢さすがに｣ともある通り､いかにも子供
に相応しい足であることを表していると取れるo
明治期より見られる2つの意味は､(12X13)に挙げた ｢素人｣や ｢子供｣のような､その属性の典型を
想定できる上接郡を承ける場合に見られる｡｢素人中の素人｣や ｢子供らしい子供｣に対し､それに
一致すれば ｢いかにも相応しい特徴を有する｣怒となり､不一致であれば ｢本来は持たない特徴を有
する｣意となる｡これに対し､そういった典型を持たない ｢安っぽい｣や rBt.7,痴っほい｣などの類は
顕著な特徴のみを表す｡F.i,味が3通りに分かれることについては､近世より見られる ｢顕著な特徴を
有する｣ことのみを表す例が､実際の値段が安い 商いに限らず ｢安っぽい｣といえることを踏まえ
れば､そう大きな変化ではないのではないかと思われるO一方で､話者が知覚によって捉えた人 ･も
のと､ある屈性の典型との一致 ･不一致が示される場合､話者が知覚するのは見た目などに現れる顕
在的な証拠であるO｢安っぽい｣などが潜在的な性質を表し､知覚によって (人やものが)捉えられ
た場合に頴在化されるのとは異なり､(12)やu3)のような例では先ず顕在的な証拠を知覚し､そのうえで
'2容易性を示す用法には.そもそも人以外のものの性格を示す例が少ない (14例/128例)｡以下､ものの性質
人の発話内容 生き物の性質を示すものを挙げるo
O柑染メハよこれ三旦呈ヒとこなや言イ (呉使軒可有等綜 r誹風柳多劉 33編 ユ806(文化3))
○忘れ三1蔓ヒモズがあちらこちらの枝につき刺した子ネズミの死骸に給は隈を奪われたのだったo
(開高健 ｢パ二ソク｣1957(昭和32))
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典型と一致するか否かを話者が判断するようになったという変化が見られる3`Q
また､明治期の半ば以降では､正体不明のものに対して ｢-ほい｣でその性質を示す例が見られる
ようになる｡
(14)a 凄じき勢で空中に投歩られた､石や､瓦や､砲車や､家屋や､其他種種なる何やらの里ッぼ
き物体を､ばツと計火光の裡に照した､
(嵯峨の屋おむろ 【訳】 トルス トイ 【作】｢セハス トウポルの落城｣1901(明治34))
b 何 しろ､胸はむかつくし､目の前にはなんだか黄色 ソほいものがもやもやしているし､大苦
しみの最中で､はっきりとは憶えてませんが, そうですか､その時にあなたもいらしっ
たんですか｣ (里見弾 ｢多情仏心｣1922-1923(大正1ト12))
これらの例では､｢何やら｣や ｢なんだか｣が共起しており､｢物体｣｢もの｣が何であるかはっき
りしないと解される｡一方で､正体が分からないなりに､その外見に現れる性質として色彩が示され
ている｡従って､｢-ぼい (もの)｣によって ｢(正体不明のものが)そのような色に見えた｣ことが
安さjtていると考えられるOこういった ｢～に見える｣意は､屈性を示す用法 話者の推測を示す用
法に共通するものだが､意味自体は明治期に既に見られたと考えてよいであろう｡
さらに､明治期の終わり頃､前文脈に修飾語/旬を伴い､人やものの性格 ･性質がより具体的に説
明される例が出現するD
(15)a 手前共に口を聞く様な安っぽい男じゃないと､ (夏目軟石 ｢坑夫｣1907(明治40))
b 白ペンキで塗った安っぽい卓の上を､琉拍色の液体が､盛 りあがって流れて来た｡
(里見弾 ｢多情仏心｣1922-1923(大正11-12))
たとえば､(15)aでは ｢手前共に口を聞く様な男ではない｣ことと､｢安っぽい男ではない｣ことが
示されている｡この場合､ただ ｢安っぽい男｣というよりも､その男がとういう人物であるかがより
具体的に示されるのではないかと思われる｡なお､先述の通 り容易性を示す用法では人以外のものに
13 なお､顕著な特徴を示す用法に関しては､昭和期の終わり頃以降､これまでになかった ｢-ぼい｣が見られる
ようになるという変化も見らirLるo
O▼この春に､｢蕃三上聖二色｣なんていうことばをテレビで覚えた長男 (十歳)､夏には ｢玄ヱ些 ｣を使って
いたが､ついに秋になって近所の奥さんの服に ｢あきっほい色だ｣と言ってしまった｡
(｢言吉吾生活｣1974ll(昭和49))
○先日､東京渋谷駅近くの公衆電話で｡しゃへっていたのは学生風の男性C｢ダサイなあ｡でも､そこがいか
にもお前二世 よ｡｣旧世代としては､｢お前らしいよ｣と言わないと､どうも諮ち懸かないんですが｡
(｢言語生活｣19801(昭和55))
このような ｢-ほい｣は､1970年頃から話し言東に没透し始め､それらの出易い雑誌や捜軌 くだけた表現
を用いる小説などで生産性を噌しているものと思われる｡まf=､｢そこがいかにもお前ノポイよ｡｣は､用例に
もある通り､悪味が ｢一らしい｣に近いと見てよく.話し言葉における ｢-ほい｣は ｢-らしい｣の領域へと
意味 用法を広げていると考えらjLる0
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ついて述べる例が見られにくいが.こういった修飾語/句を伴う例についても見られにくい■1｡容易
性を示す ｢-ばい｣は､近世に引き続き､人の性格について述べる｡
06)a お花は不審顔､r叔母さんと私と約束した事あって､何だツたらうJrおほほ､～､｡お花
さんは忘れツばいわねえ｡ (広津柳浪 ｢種対二葉｣1901(明治34))
b rお前はよツほど疑ぐりツばい女だ｡ (岩野泡鳴 ｢断橋｣1911(明治44))
基本的な用法のなかでも､この用法は点も変化が少ないことが明らかである｡
明治 大正期の ｢-ぽい｣の意味用法は､近世に引き続き3つに分煤されるが､顕著な特徴を示す
用法の意味が3つに分かれる点で変化があるといえる｡以下にまとめる｡
3 昭和期以降の ｢-ぽい｣ 一属性を示す用法の成立一
昭和期の初めより､屈性を示す用法が見られるようになる｡ここでの ｢-ほい｣は､これまでに示
したものと同様､人やものに ｢目立つ特徴を示す｣形容詞性接辞であり､上接部は主に名詞である｡
構文としては､｢X-Y｣(【あの男】は tやくざっばい】)だが､Xが正体不明のものになっている点
で変化があり､ この正体不明のXと ｢-ばい｣を照らし合わせる点に話者の推測が示される｡たとえ
ば､以下のような例が見られる｡
u7)a やがてその後ろの方から､学生っばい女の子が戸まった感じで現れた｡-カートは押しておら
ず､布製の大きなスーツケースを引いている｡ (山本文緒 r恋愛中毒11998(平成10))
b あの､調布駅の地下通路ですれ違った､男だか女だか判んない､長安の､オタクっほいピン
クのシャツの人じゃん何でl? (舞妓王太郎 r阿修羅ガールj2005(平成17))
正体不明の人 ものの特徴を探えたうえで,｢～に感じられる/見える/聞こえる｣ことが示されるC
(17)aでは ｢女の子が学生に見える｣､(17)bでは ｢ピンクのシャ ノの人はオタクに見える｣ことが示さ
れていると考えられる｡｢女の子｣や ｢人｣などはそれだけでは内容が不十分であり､｢ピンクのシャ
'4 以下の2例に留まる｡
〇位こりもなく仕れっばいくせに,心そこの憎は案外に浅く
(薄El泣墾｢茶話｣1916-1918(大正57))
(瀬戸内晴美 rみれん｣1963く昭和38))
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ツの｣といった修飾語や ｢-ぼい｣によってどういう人物であるかが示されている｡(14)bに示し
た ｢(正体不明のものに対し)黄色っぽいもの｣という場合は､｢もの=黄色｣のように上接部のみを
照らし合わせることはできない｡しかし､この用法では ｢ピンクのシャツの人-オタク｣というよう
に､上接部のみを正体不明の人 ･ものと照らし合わせることが可能であると考えられるO
この用法の変遷は､以下の通りである｡
1 昭和の初め頃より､正体不明のものを上接部として言い表す (照らし合わせのみを行う)例
が見られる0
2 昭和の終わり頃より､正体不明の人やものの特徴から､上後部の典型と照らし合わせ､その人
ものが尿する属性を示す例が見られる｡
まず､昭和期の初め頃の例を挙げる｡
08)a 臼]舎に着いた日､その地方は五月の嵐っほい天候であった0倍に乗って市から村へ通じる寂
しい一本道にかかると､荒い幅広い風が幾里も先の山脈からその一筋道に吹き下した｡
(宮本百合子 ｢仲子｣1928く昭和3))
b 暫くして､佃が露層に喧嘩っぼい調子で詰問した｡ (宮本百合子 ｢仲子｣1928(昭和3))
C 熱くなると､居たまらなくなった乳が､シャツの縫Elから､細かい沢山の足を夢中に動かし
J^ら
て,出て来るOつまみ上げると.皮府の脂肪ッほいコロツとした身体の感触がゾノときたO
(小林多喜二 ｢蟹工船｣1929(昭和4))
これらの例では､それだけでは説明不十分な ｢天候｣｢調子｣｢(コtjノとした身体の)感触｣がと
ういったものか/どのように感じられるかが､上接名詞 ｢五月の嵐｣｢喧嘩｣｢皮膚の脂肪｣として表
されているoこれらの例では､｢話者が知先した正体不明のものを､(話者によって)l-1も適当な言葉
で言い表すならば上接部｣であるという照らし合わせのみが示されており､XがYに尿するといった
意味は生じないと考えられる｡
昭和期の終わり頃になると､1の例に加えて､｢(話者の観察によると)正体不明の人 ものの特徴
から､上接名詞の属性に屈するように感じられる/見える/聞こえる｣例が見られるようになる (用
例 [ ]内は岩崎による補足)0
(19)a こちらを向いている角刈りのやくざっほい男がおり､女の髪をつかんでかランタ一に押しつ
け､昔がするほど頭を打ちつけながら何か鋭い目付きで喋っていた｡
(五木寛之 ｢こがね虫たちの夜｣1969(昭和44))
b l写共を見ながら]湘南の海岸でしょうか｡ トシ子は大胆な水着で､何かやくさヱ埋ヒ男と
肩を寄せ合っているO (抱坂重夫 ｢花火と銃声｣1988(昭和63))
これらの例では､｢こちらを向いている男｣｢トシ子が肩を寄せ合っている男｣が ｢やくさ｣の特徴
を有しており､｢話者からはやくさに見える｣ことが示さhている｡ここでの上接名詞 ｢やくざ｣には
｢やくさらしいやくざ｣という属性の典型が存在すると思われるO正体不明の｢男｣の有する特徴は､｢や
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くぎ｣に属するに相応しいものであると考えられる｡このように､正体不明の人 ものと照らし合わ
される属性に典型があると考えられる場合は､上接部の示す属性に属することへの相応しさも表れる
のではないかと考えられる｡
昭和期以降では､これまでに見られなかった意味用法が成立する｡ここで屈性を示す用法が成立し
た段階での ｢-ばい｣の意味用法を以下にまとめる｡
4 昭和期以降の ｢-ぽい｣ 一話者の推測を示す用法の成立一
昭和の終わり頃より､話者の推測を示す用法が見られるようになる｡この用法では､ある状況 (a)
について､｢X=Y｣が成立することを推測するo従って､状況や事柄,文脈などをうけ､そのなかで
｢x=Y｣を成立することが述べられる｡構文としては､｢a lX-Y]っほい｣であるO王に旬一5を承
ける｡また､この用法には､次の2つのバターンが見られる｡
1 ある状況を話者の言葉で言い表す0
2 話者が捉えた状況から､推論を径で上鞍部 (推測内容)を導き出す.
1と2は､｢-ほい｣の上接部が示す内容と判断の在り方において異なる｡1の ｢X-Y｣はある状
況を言い換えたものである｡以下に用例を示す｡
榊 ｢あの子､林くんと付き合ってない?｣
父さんが ｢ハア?｣と眉をしかめた○私はそれを横臥こ､｢まだ付き合ってはいない3i聖二､
何となく｣と言った｡ (豊島ミホ r樗様のころ12CO5(平成17))
この例では､｢私｣が ｢あの子｣と ｢林くん｣の梯子を見たうえで､現状としては ｢まだ付き合っ
15本塙でいう句接講は､上後部が吉吾以上の単位となっていると考えられるものとする｡初出例は以下の通り｡
OF女史 ｢自信のあり三上聖二子ともたちですから ｣ (｢言語生活｣19692(昭和44))
この上様句は､rNの動詞連用形Jで成り立っており､｢NのN+ (っ)ぼい｣(名詞積読)のようなものから
派生したのではないかと考えられる｡他に､動詞のテイル形 テイク形やタ形 ル形などを承ける｡
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ていない｣と捉えていることが示されている｡ここでの ｢一ばい｣は､0-[Ⅹ-Y]が成立する可能
性の高さを示す｡
これに対し､2では､｢X=Y｣はある状況から導き出さjtた推論であるo従って､aと ｢X=Y｣は
異なる内容を指すo以下に用例を示すO
(2D ｢そんでご両親､あんたの仕事ぶりのほうは何て?｣
｢あ-､おかんはけっこうビーでもよかった三埋ヒ｡二日目とかめちゃくちゃ暇持て余してたし｡
じゃあ来んなって感じだけど｡おとんは手強かったな､抜き打ちでレファレンス吹っかけられ
てしかも手塩と比べられた｣ (有川浩 r回せ館内乱12006(平成18))
この例では,話者が見たのは ｢母親が二日目にめちゃくちゃ暇を持て余していた｣状況と考えられ
るが､そこから ｢おかんは自分の仕事ぶりはけっこうと-でもよかったっほい｣と述べでいる｡この
場合は､｢(話者が見た)状況 - 推論 一 一ぼい｣というように､推論を経て上接部が導き出されて
いる｡ここでの ｢-ほい｣は､証拠に基づく推論 ｢x-Y｣が成立する可能性が高いことを示すO
適時的に見ると､1の例がまず見られ､その後2の例が見られるようになる｡以下､話者の推測を
示す用法の変速を見ていく｡初出例は以下の通りである｡
臣2)雨が降りそうなことを ｢今日は雨ヱ旦4｣あるいは､その可能性がごくわずかであれば､｢少
な目｣のメをつけて ｢雨ッポメだ｣と言うのf=そうですO (｢言語生活｣19826(昭和57))
ここでの ｢今日は雨っぼい｣は､｢雨が降りそうな｣状況を話者の感覚で表したものであると考え
られる｡これは､いわば話者から状況が捉えられるかを示したものであり､推測の費は強くないと考
えられるD言古者の推fjlは 示す用法の例では､このような ｢話者が実際に見た状況を､話者が感じた通
りに言い表す｣ものが一般的である｡以下の例も同株である｡
23)翌日､席についてくったりしている私に､辻本くんが声をかけてきた0
｢どうしたの･元気ない三上蔓ヒけと｣
昨日は眠りが浅くて､ぱくぜんと不安な夢を何度も見たO朝､鏡を見たら目の下にくろぐろと
クマがあった｡うんざりだ｡ (豊島ミホ r樺接のころ12005(平成17))
C24)一段諮するまで様子を眺めていた手塚が一人になった郁に等巨け寄ってきた｡
｢何だったんだ?｣
｢いや･何か 小牧教官の知り合い三埋ヒ｡耳が不自由なんだって｣
何かワケありみたい､と付け足したくなるのは柴崎の野次馬根性が伝染ったのかもしれないが､
彼女に向けた/ト牧の笑顔は何だか特別のように見えたC
(有川浩 r匡l沓餓内乱｣20(脆 く平成18))
C23)は請者 (辻本くん)が目の前の ｢私｣を見たうえで､｢元気ない｣と捉えている0624)についても
同様で､話者は ｢小牧が彼女に特別な笑顔を向けて話す様子｣を目の前で見ており､｢彼女｣は ｢小
牧教官の知り合いである｣と推えている｡
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一方､話者が捉えた状況から､推論を経て上接部 (推測内容)を導き出す例は､近年の例にのみ見
られる｡
臣ヨ 質素な部屋だった.画材や措きかけの絵が､あまり丁寧ではない感じで置いてある.2DKで
もうーつの部屋は雇主三1蔓ヒ｡ (山崎ナオコーラ r人のセックスを笑うな｣2004(平成16))
臣6) どのような程緑であの美人はあんなに怒っているのかと論理的に頭を働かせて,正解であろう
結論に辿り着くD
｢- あの｡漆てません.寝てませんから､全然｣
｢ 最悪ですね｡いったい今までどんな族をされてきたのさ､石杖 [イシブエ]さんは｣
ビンゴ- † 間違いない､初日から居眠りぶっこいたっばいです俺 l
(奈須きのこ rDDD｣2巻 2007(平成19))
C郷土､話者は ｢質素な部屋において画材や描きかけの絵が置いてある｣状況を見ているが､｢-ぽい｣
で示されるのは ｢もう一つの部屋は寝室｣という､未だ入っていない部屋が何であるかについてであ
る｡C2馴ま､相手が怒っていることや発言などから ｢初日から居眠りぶっこいた｣ことををいているo
話者の推測を示す用法が成立した段階での ｢一ほい｣の意味用法は､以下の通り分類される.
屈性を示す 王 ≡;:…≡喜;…≡≡二;丁二 :二:≡…tL;,:: 三わせ
5 おわりに
以上の通り､意味用法の広がりを中･L､に｢-ぼい｣の展開について検討してきた｡これによると､｢-
ばい｣が話者の推測を示す用法へと広がったのは昭和期の終わり頃であり､そのきっかけとして､属
性を示す用法が見られるようになったことが重要であると考えられる｡昭和期以降に見られる属性を
示す用法は､それまでに見られる ｢この酒は水っぽい｣と同様､｢X=Y｣であることを示す形容詞性
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接辞だが､Xの正体が不明であり､XとYを照らし合わせる点に話者の推測が入り込む｡その後､あ
る状況について ｢X-Y｣が成立する可能性の高さを示す ｢一ほい｣が見られるようになったと考え
られるO
これまでに見てきた意味用法の展開を初出年に基づいて示すと､以下のようになるO
初出年意味用法 -1772
(∋ 【顕著な特徴】特徴のみ本来は持たない特徴いかにも相応し
l
l
【割合の高さ】
【容易性】
【参考文献】
尾谷昌則 (2000)｢接尾辞 ｢ぼい｣に潜むカテゴリー化のメカニズム- ｢女っぽい人｣は女ですか?｣
r日本言語学会衆120回大会予稿剰
尾谷昌則 (2005)｢接尾辞ポイのモダリティ化｣r日本語用論学会第8回大会研究発表論文剰 創刊号
国松 昭 (1970)｢｢ほい｣雑考 (接尾語ノート1)｣｢日本語と日本語教育12
ケキゼ ･タチアナ (2003)｢｢ほい｣の意味分析｣rE】本語数育｣ll
小出慶一 (2005)｢接辞 ｢～ほい｣の用法の広がり - ｢雪が降るっほい｣という表現はどのように
成立したか-｣｢群馬県立女子大学紀要｣26
小島聡子 (203)｢接尾語 ｢ほい｣の変化｣r明海日本語18
松岡弘監修 (2000)r初級を教える人のための日本語文法ハンドブックJスリーエーネノトワーク
富田正信校注 (1984)r誹風柳多留j新潮社
森El良行 (1989)r基礎日本語辞典J角川古店
岩崎真梨子 (2008)｢｢一ほい｣の展開と文法化｣(2007年度日本語学会中国四国支部大会研究発表要旨)
r日本語の研究14-2
岩崎真梨子 (2009)｢形容詞性接尾辞 ｢-ほい｣の展開｣r岡大国文論稲｣37
【用例出典】
Il辞畜類
小学館国語辞典編集部編 (2001)rEl本国語大辞典 第二版｣小学jWE3
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田村俊子 ｢あきらめ｣
前田勇 (1974)｢江戸語大辞典J講談社
山手馬鹿人 ｢粋町甲閏｣
■先行研究
沢木幹栄 (1989)r言語生活の耳j筑密告房
松井栄一 (1983)r叢沓 ･ことばの世界 国語辞典にない言葉｣南雲皇
帝E泣豊 ｢茶話｣
t文学作品
r花暦八笑人 滑稽和合人 妙竹林話七偏人j三浦理編 有朋堂昏店 1915年/r酒落本大成｣13巻
酒落本大成編集委月会 中央公論社 1981年 (純九斎章丸 ｢残庭訓｣所収)/｢浮世風呂1日本古
典文学大系63j中村通夫校注 岩波番店 1957年/r誹風柳多留全集 索引語｣岡EZ甫編 三省堂
1999年/r浮世床 四十八癖 新潮日本古典集成 (第52回)1本E]Ek雄校注 新潮社 1982年/r酒
落本大成j27巻 滑落本大成編狼委員会編 中央公論社 1987年 (_払山人｢花街寿々女｣所収)/r女
学雑誌 文撃界典 明治文学全狐32J笹淵友一編 筑摩書房 1973年 (若松腔子 ｢小公子｣所収)
/深沢七郎 郷戸内晴美 有舌佐和子 水上勉 曾野綾子 r昭和文学全集251小学館 1988年 (緬戸
内晴美 ｢みれん｣所収)/r宮本百合子集 新潮日本文学2日 宮本百合子 新潮社 1973年 (｢仲子｣
所収)/吉村昭 立原正秋 宮尾登美子 山口畦 新田次郎 五木寛之 野坂昭如 井上ひさし ｢昭
和文学全般 26｣小学館 1988年 (五木寛之 ｢こがね虫たちの夜｣所収)
■CD-ROM
rCD-ROM版 新潮文庫の1001m 新潮社 1995年
梶井基次郎 ｢棒穣｣/閲高価 ｢パニック｣/夏目淑石 ｢こころ｣
rCD-ROM版 新潮文庫 明治の文豪j新潮社 1997年
夏目淑石 ｢それから｣｢坑夫｣
rCD-ROM版 新潮文庫 大正の文豪｣新潮社 1997年
里見弾 ｢多情仏心｣/岩野泡鳴 ｢新橋｣
r大腸コーパス 椎誌 r太陽｣El本語データベースJ国立国語研究所縮 博文館新社 2005年
EB山花袋 ｢手紙｣/嵯峨の屋おむろ 【訳】｢セバストウポ)i,の落城｣/広津柳浪 ｢櫨紅棄｣
rCD-毎日新F粁97J1998年 ･rCD一転El新聞9811999年 毎日新聞社
Jインターネノト
笥空文庫 (http//wwwaozoragrJP/)
三遊亭固朗 ｢業平文治漂流奇談｣/小林多喜二 ｢旦莞工船｣
KOTONOHA 現代日本語fLtき言葉均衡コーパス (http//WWwkotonohagrJp/demo/)
泡坂車夫 ｢花火と洗声｣
95
｢-ほい｣の意味m法と展開 岩崎其梨子
■小説
Tみんな元気｡｣舞城王太郎 新潮社 2004年/r恋愛中毒j山本文緒 角川昏店 1998年/r阿
修羅カール｣舞城王太郎 新潮社 2005年/r樺様のころ｣豊島ミホ 幻冬舎 2005年/r匡偲:
館内乱｣有川浩 メディアワークス 2006年/r人のセックスを笑うな｣山崎ナオコーラ 河出
昏房新昏 2004年/rDDD｣2巻 奈須きのこ 講談社 2007年
[付記]本矧 ま､2009年度秋季日本語学会 (2009111)､並びに第232回 筑紫日本語研究会 (201089
-2010811)にて行った口頭発表に基づくものである｡席上､貴重な御意見を賜った｡感謝申し
上げるO
